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目的：脳血管疾患よる障害者の中には、障害経験を「人生の良い経験になった」、「価値観
が変わった」など肯定的な経験として語る者がいる。しかし、障害に対する受け止め方は
人によって異なり、いわゆる「受容」や「障害に価値を見出す」と言われている段階に至
らず、発症から数年経過し在宅生活をしていても麻痺の回復に執着したり、落ち込んだま
までいたりと前向きな生活が出来ずにいる者も多い。 
 本研究は脳血管疾患による後遺症を抱えながらも在宅生活・職場復帰をし、「障害経験が
人生にとってプラスの経験になった」と語る脳血管障害者に対してインタビューを行い、
肯定的な価値観を持つに至るプロセスや要因について障害を肯定的に捉えている人の語り
から明らかにするものである。 
方法：障害経験を肯定的に捉え、在宅生活をし、就労中である脳血管障害者一名に対して
半構成的インタビューを行った。データは対象者の同意を得て IC レコーダーに記録し逐語
録にして分析した。なお本研究は聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得ている。 
結果：インタビューから得られた対象者の人生史を記す。対象者は 4 人家族の二男として
生まれた。中学生からタバコを吸ったり、幼少期からの友人 A の家で深夜まで遊ぶなどや
や不良だった。高校卒業後は飲食店に勤めるが、あまりの厳しさに逃げ出すように退職。
その後はいくつか仕事を転々としていた。ある職場でヘルニアを発症し手術の為入院。一
時休職したのち復職したが、職場内で冷遇され退職。その後 7 年間無職で自宅に引きこもっ
ていた。見かねた A が A の兄 B に何とかできないか頼んだところ、B が経営する飲食店で
働くことになった。当時、仕事以外の時間は非常に乱れており、飲酒やパチンコ、TV ゲー
ム等で、毎日 1 時間しか睡眠を取らず B から注意を受けていたが気にしていなかった。 
 飲食店で働くようになって 3 年目のある日、激しい頭痛に襲われて勤務中に意識を失っ
た。救急搬送された病院でクモ膜下出血と診断され、開頭血腫除去術が行われた。意識が
戻った時にはベッドの中だった。その時は何が起きているのかわからず「どうして自分が
こんなことになったのか」とショックと混乱、絶望的な気持ちになっていた。しかし B が
見舞いに訪れた時「おまえがどんな状態だろうと、お前の働く場所は用意してやる」とい
う言葉を聞き「がんばって退院しよう」という前向きな気持ちに変わった。その後転院先
の病院で見舞いに来た他の店員が、店員証である木札を届けたことでさらに前向きな気持
ちになり訓練時間外でも自習訓練に取り組むようになった。対象者は 1 年半に渡る入院期
間を経て自宅退院したのち、短時間での勤務を経て現在は正社員として復帰している。本
人は障害経験についていい経験になったと語っており、発症前のままの生活ではいずれ大
変な事になっていた事、頑張ることの大切さを学んだ事など、自分がこうして生き延びて
いる事には意味があり、偶然じゃないと語っていた。 
考察：対象者には発症後に二度の転機が見られている。一度目は発症直後、入院中に B か
ら掛けられた言葉であり、二度目は店員証でもある木札を届けてもらった時である。どち
らもその転機によって、気持ちや行動の面で変化が見られている。これはいずれも戻る場
所や待っている人がいるなど、絶望的な状況から時間的自我が構築されたからと考えられ
る。また友人 A とその兄 B との関係は障害経験前から、対象者の人生に大きな変化を与え
ている。この様に人的環境、そして将来性という要因が肯定的な価値観を持つための一つ
の要因として考えられる 
発表状況 今後関連学会での報告を計画している。 
